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1 システム概要

1.1 システム化の背景・目的・方針

1.1.1 背景

1.1.2 目的

1.1.3 方針

1.2 解決したい課題と狙いとする効果

1.3 サービス概念図
1.4 システムの基本属性
· BtoBなのか、BtoCなのか
· 携帯であれば公式・非公式の別
· その他プラットフォームや公開範囲など、基本的な想定事項を記載

2 既存サービスと業務について

2.1 サービスにおける用語の定義

以下に本資料で用いる用語のうち一般的でないと思われるものを上げ、それぞれの意味を示す。
· 提案者

· 本資料の依頼内容を元に提案を行うものを指す。

· 本システム

· 今回提案を依頼するサイトとその運用基盤全体を指す。

· 運用

· 本システムを、WEBブラウザを通して更新する業務を「運用」と呼ぶ。

· 管理

· 本システムの、WEBブラウザを通して管理する業務を「管理」と呼ぶ。

· システム管理

· 本システムが稼働させる基盤技術やインフラを適正な状態に保ち、改善するために必要な業務を「システム管理」と呼ぶ

· システム監視

· 本システムが正常に稼働しているかどうかを監視し、異常があった場合に原因究明・対処を行う業務を「システム監視」と呼ぶ。

· 投稿監視

· 本システムの利用者の利用状況を監視し、削除や警告などを通してサイト内のコンテンツを適切に保つ業務を「投稿監視」と呼ぶ。

· 会員

· システムに予め登録された利用者を「会員」と呼ぶ。

2.2 関連するシステムの概要
2.2.1 PCサイト
2.2.2 携帯サイト
2.2.3 その他（API等）
2.3 利用者/利用状況の定義

2.3.1 エンドユーザーの想定利用状況
2.3.1.1 利用者層
2.3.1.2 利用人数と頻度の想定
2.3.1.3 利用環境

2.3.2 サイト運営者の想定利用状況
2.3.2.1 利用者の属性（部門等）とスキルセット
2.3.2.2 利用環境
2.3.3 サイト管理者の想定利用状況
2.3.3.1 利用者の属性（部門等）とスキルセット

2.3.3.2 利用環境
3 提案依頼事項

3.1 提案方法のあらまし
機能の提案は、本提案依頼書の各提案依頼事項を満たすこと。
提案書の作成期間は○月○日までとし、提案書の提出が期限に間に合わない場合は締め切りの5日前までに書面で期限延長を申しでることができる。

提案依頼書に対しての質問事項はメールにて行うものとし、電話での質問には回答しない。また、質問への回答は全ての提案希望者に等しく送付する。
3.2 提案の依頼範囲

3.2.1 機能要件

エンドユーザー向け機能、バックエンド向け機能の範囲を大まかに定義

3.2.2 非機能要件

「非機能要件」にあげた各項を踏まえて提案を行うこと。ただし、提案の依頼範囲を超えて独自の追加提案を行ってもよい。その場合は提案の内容、メリット・デメリット、費用についてわかりやすく説明すること。
3.3 提案の前提条件
3.3.1 予算
· 初期費用
· 金額

· ○○円以内

· 要件定義・設計費用

· WEBアプリケーション開発費用

· その他システム開発に係る費用一切

· 運用費の範囲

· 金額

· 年額○○円以内

· WEBアプリケーション保守費用（年額）

· 運営支援サービス費用（年額）

· システム管理サービス費用（年額）

· システム監視サービス費用（年額）

· 投稿監視サービス費用（年額）

· EMA申請コンサルティング費用

· インフラ構築・運用費用（年額）

やむを得ず予算を超かする場合はその明細と削減可能な選択肢を明示すること。
3.3.2 提案書のフォーマット

提案書のフォーマットは問わないが、電子ファイルは一般的に普及しているツールで閲覧可能なものであること。専用のビューワが必要となる場合や、専用の解凍ソフトが必要となる場合はその旨を明記すること。

特に、Open Officeで作成した提案書はPDFに変換すること。
4 機能要件

4.1 機能名称と用語の定義

4.2 利用者と利用状況の定義

4.2.1 一般ユーザー

4.2.2 サイト運営者

4.2.3 サイト管理者
4.3 利用者にとってのサービスと業務

4.3.1 一般ユーザー向けの機能・サービス
4.3.2 サイト運営者向けの機能・サービス
4.3.3 サイト管理者向けの機能・サービス
4.3.4 その他（バッチ処理・API等）
5 非機能要件

5.1 アーキテクチャの概要
5.1.1 開発言語
5.1.2 開発フレームワーク

5.1.3 データベース

5.2 開発手法の概要

実際の製造工程がどのようなプロセスで進行するのかを明記すること。説明は単に「ウォーターフォール」「XP」「アジャイル」のような全体を表す用語ではなく、個々のプロセスが具体的に想像できるものが望ましい。
5.2.1 定例報告会の実施要領

開発にあたって定例で開催する報告会があればその実施要領を明記すること。
5.2.2 レビューの実施要領

開発の各プロセスでレビューを必要とする場合、その実施要領を定義すること。

· レビュー担当者の役割分担

· レビュー実施要否の判定基準

· レビューの種類

5.2.3 変更管理手法

開発の過程で要件定義時、設計時に想定し得ない変更が発生した場合の変更基準、手順を明記すること。変更を一切認めないのであればその旨を明記する。変更要求の発生時期によって変更可否が変わる場合は、そのおおよその目安を提示すること。
5.3 開発体制

開発にあたって参加する要員の立場や権限・責任範囲、人数を明記すること。要員として別会社に再委託する場合や個人事業主が含まれる場合は明記する。
5.4 導入支援

5.4.1 システムの引き継ぎ

成果物の納入後、運用担当者がシステムの利用方法の習得を開始するにあたって提供可能なサポート、サービス、支援体制等があれば明記すること。
5.4.1.1 運用マニュアルの作成

納品物として、管理画面を始めとした運用マニュアルを仕様書・設計書と別に納品可能であれば成果物の概要を記載すること。
5.4.1.2 教育訓練の実施

運用担当者に対して教育訓練などの実施が可能であれば提案すること。
5.5 納品物の定義

納品物としては以下の資料を定義する。過不足があればその理由と共に明記すること。

· 要件定義書

· 外部設計書

· 画面遷移図

· I/O（入出力）仕様書

· 内部設計書

· クラス図

· API仕様書（ex JavaDoc）

· 主要プログラムのシーケンス図

· 主要画面のユースケース図

· 単体テスト仕様書兼結果報告書

· 結合テスト仕様書兼結果報告書

· 総合テスト仕様書兼結果報告書

· 負荷テスト仕様書兼結果報告書

· 動作するアプリケーション

· ソースコード

· 画像等バイナリデータ一式

· ネットワーク仕様書

· ネットワーク図

· ネットワーク機器設定一覧
（Fire Wall、スイッチ等）

· ログ管理及びバックアップ設計書

· セキュリティチェックシート

· 投稿監視ポリシー定義書

· 管理・運用マニュアル

上記納品物に関しては納品と同時に著作権も譲渡されるものとし、作成者は著作者人格権を行使しないものとする。
5.6 運用環境構築

システムが稼働する環境について以下の通り提案すること。
· データセンター

· ハードウェア

· 回線

· 開発・検証環境

5.7 保守条件

システム運用監視後の保守運用業務においてサービスが提供可能であれば提案すること。
5.7.1 瑕疵担保

瑕疵担保期間は○か月以上あることが望ましい。
5.7.2 投稿監視

本システムに投稿されたコンテンツの違法性をチェックし、公開取り消しや注意勧告等を行うサービスが提供可能であれば費用を明記したうえで提案すること。
· 監視体制

· 監視可能時間

· 監視に関するSLA

· 利用するインターフェース

5.7.3 サイト運営・運営支援
以下のような業務の委託・運営が可能であればサービスの提供内容と費用を提案書に記載すること。

· サイト企画の立案

· キャンペーンの立案

· コンテンツ作成（文章、画像作成、登録作業等）

· 運営事務局の設置・管理
· サイト運営に関するコンサルティング
5.7.4 システム監視・監視支援
システムの正常動作を監視し、障害時に対処するようなサービスを提供可能であれば提案すること。

5.7.4.1 監視体制

サービスの運用を監視する体制があれば以下の点明記した上で提案すること。
· 監視項目

· 運用環境障害監視

· プロセス監視

· アプリケーション監視

· 監視体制

· 監視時間

· 監視方法（利用するソフトウェア等）

· 監視実績
5.7.4.2 障害対応手順

前項で実施する監視にて、実際に障害が発生した際の対応手順及びSLAを明記すること。
5.7.4.3 可用性に関する記述

システムの障害耐性向上や運用可能時間を最大化するための提案があれば明記すること。本システムの稼働時間は稼働可能時間の99.9%以上を達成する事が望ましい。
5.7.4.4 バックアップ体制とリストアに関する記述

システムのバックアップ手段と復旧手順について明記すること。暗号化を用いる場合は暗号化ロジックや鍵の管理方法についても記載すること。
5.7.5 システム管理・管理支援

以下のような管理業務を提供可能なサービスがあれば費用と共に提案すること。

· OS・ディストリビューションパッケージの更新

· カーネルの更新

· 関連ライブラリの更新

· HW故障時のサポート

· ミドルウェア（DBサーバ、メールサーバ、等）の設定・管理

· 運用状況に関するレポート

· 運用に関する改善提案、コンサルティング
5.8 セキュリティ
5.8.1 セキュリティ要件

5.8.1.1 個人情報

5.8.1.2 アプリケーションの脆弱性対策

5.8.2 セキュリティの担保に関して

5.8.3 責任範囲に関する記述

5.9 ログの取得に関して
5.9.1 取得すべきログの種類と期間
最低限以下のログを取得すること。
· アプリケーションログ（保存期間3ヶ月以上）

· 管理者の個人情報に関する参照ログ

· ポイント連携を行った際ログ

· アクセスログ（保存期間3ヶ月以上）

· WEBサーバ、APサーバのアクセスログ

· OSのログ

· システムログ

· セキュリティログ
5.9.2 ログ保存の方法

ログファイルは日次でアーカイブし、NAS等に保存する。ログファイルがディスク容量を圧迫する場合は、○○社の公開鍵を利用してPGPで暗号化した上、ログをメールで送付し、ファイルシステム上から削除する。
5.9.3 情報統制上の特記事項

特に無し。
6 開発プロセス

システム構築を実施するにあたって、貴社が平素実施している開発工程・方法を明記すること。
6.1 設計プロセスの実施要領
設計プロセスの位置づけと設計プロセスにおける合意事項、納品物、完了基準などを始めとした実施要領を明記すること。
· 設計の実施要領

· 設計の妥当性担保基準

6.2 開発プロセスの実施要領

開発プロセスの位置づけと開発プロセスにおける合意事項、納品物、完了基準などを始めとした実施要領を明記すること。
· 開発の実施要領

· 開発プロセスでの進捗確認方法

6.3 テストの実施要領

テストプロセスの位置づけとテストプロセスにおける合意事項、納品物、完了基準などを始めとした実施要領を明記すること。
· 実施するテストの種類と対応するエビデンス

· テストにツールを利用する場合はツール名

· テストプログラムを実装する場合はその範囲

· 負荷試験の実施有無と実施要領

· 携帯実機テスト実施機種
6.4 受け入れテストと検収に関して

システムの納品後、検証環境上で2週間～1ヶ月程度の受け入れテストを行い、重大な瑕疵が認められなかった場合に検証完了とする。受け入れテストは○○が実施する。受け入れテストに必要な期間は検収対象の規模に応じて都度調整する。

7 契約条件に関して
7.1 締結する契約の種類
本システムの開発にあたっては以下の契約を締結する。

· 基本契約

· 基本設計に関する委任契約

· システム開発に関する請負契約

· インフラ構築に関する請負契約

· システム監視・管理に関する請負契約

· 投稿監視に関する請負契約

· その他保守契約
7.2 契約期間
契約期間は個別の契約に準ずる。

7.3 支払い方法
基本的な支払い方法等については協議の上締結する基本契約に準ずる。
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